
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

（湧心館高等学校 定時制） 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

基本的人権の尊重に基づき、生徒一人一人に対して深い愛情と理解をもって、生徒一人一人の教

育的ニーズに応じた「最適な指導・支援や合理的配慮」を行い、徳（豊かな人間）・体（健康と体

力）・知（確かな学力）の調和の取れた生きる力を備えた総合的人間力の育成に努める。 
また、郷土に思いを馳せ、生涯にわたって郷土に誇りを持てる人材に育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む 
（１）主体的・対話的で深い学びの中で思考力、判断力、表現力を育むとともに、生涯にわたって学び

続ける態度を養う。 
（２）生徒一人一人に応じた指導・支援を実践し、学力の基礎・基本を定着させる。 

※１人１台端末等を効果的に活用した個別最適な学びと協働的な学びの実践と言語活動の充実 
（３）望ましい勤労観・職業観の育成と生徒一人一人に応じた進路指導を行う。 
２ 道徳性と豊かな情操を育む 
（１）心に響く多様な指導を通して命を大切にする心や他者を思いやる心を育む。 
（２）規範意識を身に付け、善悪を判断し、自ら律する力を育む。 
（３）我が国と郷土の歴史や文化・伝統を尊重する態度とグローバルな視点を育む。 
３ 心身の健康を自己管理する態度を養う 
（１）基本的な生活習慣と正しい食習慣を身に付けさせる。 
   ※時間の厳守、挨拶の励行、掃除の徹底、端正な整容等の徹底 
（２）運動に親しむ態度を育み、体力を向上させるとともに、豊かなスポーツライフを実現・継続する

ための資質・能力を育む。 
（３）生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うとともに、安全で安心な社会づくりに貢献できる資質

・能力を育む。 

 
 

３ 自己評価総括表 
 評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

学校経営 学校の 

経営方針 

重点目標の

達成 

安全・安心

な学校づく

り 

・職員一人一人が

組織の一員とし

ての意識を高

め、重点目標等

を踏まえた日々

の実践を意識で

きるように、具

体的な行動指標

を職員会議等で

示す。 

・重点目標等の具

現化に向けた取

り組みが行われ

ているか振り返

るため、教職員

の自己評価アン

ケートを１２月

末に実施する。 

Ｂ ・職員に自己評価ア

ンケートを行い、

教育目標等の具現

化の達成状況につ

いて総合評価した

結果、約８０％

（概ねできてい

る）だった。しか

し、課題として

「見識・人格の向

上に努める教師

像」に関する数値

が低く、教職員の

人権意識の向上に

資する研修や人間

関係づくりが必要

である。 

・生徒、保護者、

職員にとって安

全・安心な学校

となるため、ま

た、学習や生活 

・進路指導等で

「チーム湧定」

として取り組ん

でいくため、具

体的な行動指標

・安全・安心な学

校となっている

か、また、学習

や生活・進路指

導等で「チーム

湧定」として組

織的に取り組む

ことができてい

るかを客観的に

振り返るため、

Ｂ ・生徒、保護者、職

員に学校評価アン

ケートを行った結

果、ほとんどの項

目で「やや思う」

「そう思う」とい

う肯定的な評価だ

った。しかし、課

題として否定的な

評価だったもの



を職員会議等で

示す。 

生徒、保護者、

職員の学校評価

アンケートを１

２月末に実施す

る。 

が、生徒では「学

校が安心・安全で

あり、毎日が笑顔

で過ごせるような

居場所となってい

る。」の項目にお

いて約１４%、保護

者では「規範意識

の教育」及び「家

庭との連携」に関

する項目において

約１０%、教職員で

は「規範意識の教

育」及び「チーム

湧心館として組織

的な取組」に関す

る項目において約

２８～３０％と高

い数値を示してい

たので、今後、改

善を図りたい。 

信頼され

る開かれ

た学校づ

くり 

振興会活動

の充実 

保護者との

連携 

・保護者関係の行

事の出席率向上

（振興会役員会

等での出席率５

０％） 

 

 

 

・各種案内及び会

報紙を保護者の

手元に確実に届

ける。 

・会報紙に行事内

容を詳細に記載

する。 

・生徒の学校生活

を知る機会を充

実させ、連携を

強化する。 

Ａ ・保護者会報紙と共

に通知表や学級通

信を同封し、郵送

した。 

・すぐーるを活用

し、長期休業明け

の学校再開日の時

間を流し周知を図

った。 

・保護者会(振興会)

役員会を年６回を

実施し、年間出席

率が５５％であっ

た。 

業務改善 

働き方 

改革 

 

時間外勤務

時間の改善 

・時間外在校等時

間が月４５時間

以内となる教職

員の割合を年間

で「９０．０

％」以上にす

る。 

・毎月、衛生委員

会を開催し、時

間外在校等時間

が増えている原

因を分析し、業

務の調整やチー

ムによる対応な

ど業務改善に向

けて組織的に取

り組む。 

Ａ ・時間外在校等時間

が月４５時間以内

となる教職員の割

合が４月～１２月

の期間で「約９

６．３％」となる

など、業務改善が

できている。 

年休取得の

推進 

・教職員１人当た
り年次有給休暇
平均取得日数を
「１５日/年」以
上にする。 

・会議や研修の日

程や時間を調整

するなど年休が

取得しやすい環

境づくりを行

う。 

Ａ ・教職員１人当たり

年次有給休暇平均

取得日数が４月～

１２月の期間で

「約１１．７日」

となるなど、年休

を取得しやすい環

境づくりができて

いる。 

 



学力向上 基礎学力

の向上 

授業改善 ・主体的・対話的で

深い学びの視点

から、学びに向か

う力、思考力・判

断力・表現力を育

む授業の実施 

・生徒の興味・関心

を喚起しながら、

基礎的・基本的な

学力の定着、知識 

・技能をのばす授

業 

 

・タブレットや電子

黒板などのＩＣ

Ｔ機器の活用お

よび職員研修の

実施によって思

考力、判断力、表

現力を育むため

の効果的な活用

方法を研究し、主

体的・対話的で深

い学びのある授

業の構築を図る。 

・生徒の興味・関

心をひく授業を

行うことで、基

礎的・基本的な

学力の定着を図

り、生徒が個々

の課題を解決

し、達成感・成

就感を得て、学

ぶ意義を見出す

ことのできる授

業を行う。 

Ｂ ・今年度も公開授業お

よび研究授業（地歴

･公民、保体、芸

術）を実施し、公開

授業で参観された方

の感想として「生徒

たちの反応が良く、

ICTを活用した授業

だった」など、概ね

高評価の意見が多か

った。 

・タブレットや電子黒

板などのＩＣＴ機器

の活用について、定

時的な職員研修の実

施およびＩＣＴ支援

員への相談・指導を

仰ぐことによって、

今後も効果的な活用

方法を模索し、生徒

の興味・関心をひく

ための授業改善を図

っていく。 

 

学力保障 ・授業や学校行事

等に進んで参加

による確かな学

力の育成と「徳・

体・知」の調和の

とれた「総合人間

力」の育成 

・学校評価アンケ

ートで生徒質問

項目「学校（定時

制）の授業は、あ

なたにとって分

かりやすく工夫

されている。」等、

前年度を上回る

評価を得る 

 

・生徒が主体的に

学習に取り組む

意欲・態度（授業

時の挨拶や取り

組む姿勢）を高

め、当たり前のこ

とを当たり前に

できるよう、粘り

強く指導するこ

とで、自己管理が

できる生徒、簡単

に遅刻・欠席しな

い生徒の育成を

図る。 

・各生徒の理解状

況を把握し、中

学校卒業程度の

内容を含めなが

ら１時間で完結

する授業の展開

を行い、わかり

やすい授業、基

礎学力の向上を

図る。 

Ｂ ・学校評価アンケート

集計「学校(定時制)

の授業は分かりやす

く工夫されている」

（生徒全学年）につ

いて、約９割の生徒

が「そう思う」「や

や思う」と回答し

た。 

・毎日の授業に遅刻･

欠席する生徒があ

り、授業に取り組

む姿勢・態度を改

善するために粘り

強く指導を続ける

とともに、分かり

やすい授業・基礎

学力の向上を目指

した指導を今後も

すすめていく。 

 

参加型授業

の展開 

教育課程の

見直し 

・主体的・対話的で

意欲的に授業に

取り組む教育活

動の促進 

・生徒の進路保障

をはかるための

教育課程の検討

・生徒の興味・関心

を喚起する授業

のための教材研

究と教材作成を

行う。生徒の主体

的な学習活動を

促すための指導

Ｂ ・湧心館定時制へ入学

前の中学生時代、不

登校だった生徒が

多いため、基礎・基

本的な事柄から学

習に取り組んでも

らうように授業担



と見直し 

 

方法の工夫・改善

を行う。 

・新学習指導要領

に基づいた教育

課程を実施する

ことで、教育活動

の質の向上をは

かり、学習意欲を

高め、生徒の進路

保障につながる

ことができるよ

う、教育課程の継

続的な検討を行

う。 

当者に依頼してい

る。また、就職・進

学を含めた高校卒

業後の多様な進路

保障ができるよう

に、今後とも教育活

動の充実をはかる

ことを検討してい

く。 

 

キャリア

教育（進

路指導） 

キャリア

教育の 

推進 

望ましい勤

労観・職業

観の育成 

・インターンシッ

プへの参加を推

奨し、体験を通

して職業観を養

う。 

・全学年の生徒を

対象にインター

ンシップへの参

加を呼びかけ、

進路指導部で受

け入れ先を開拓

する。 

Ｂ ・９名の生徒がインタ

ーンシップに参加し

うち８名が保育士体

験だった。保育士以

外の職種への希望が

少なかったことは課

題だ。 

・生徒の就労状況

を把握し、適切

な支援・助言を

行う。 

・就業実態調査

（４月、１１

月）後、面談や

職場訪問を実施

する。 

Ａ ・担任や学年は、就業 

実態調査後、積極的

に職場訪問や面談を 

 行った。未就労の生

徒に適切な支援・指

導ができていること

は望ましい。 

・社会への関心を

高め、主体的に

進路を考える力

を養う。 

・進路講演会（年

２回）やキャリ

アガイダンス

（年２回以上）

を実施する。 

・各学年の実情に

応じ、１月に進

路学習を行う。 

Ｂ ・進路講演会を２回、

キャリアガイダンス

を１回実施した。１

月には進路学習を行

った。１１月の進路

希望調査では就職か

進学か決められない

生徒が４０名おり、

課題となっている。 

進路目標

の達成 

個に応じた

進路 

指導の推進 

・個別指導の充実

を図る。 

・希望する生徒の

ニーズに応じて

個別指導を実施

する。 

・個別指導連絡会

議を開き、担任

と担当が集ま

り、生徒の状況

を把握する。 

Ａ ・４年生７名、３年

生１名が個別指導

を申し込んだ。小

論文を中心に継続

して個別指導にあ

たった。夏休み前

に連絡会議を開き

最適な指導を実施

できるように意見

交換をした。 

・コミュニケーシ

ョン能力を向上

させる。 

・最終学年の生徒

には、全職員の

協力を得て面接

指導等にあた

る。 

・日頃から、挨拶

や言葉遣い等に

関する指導を行

Ｂ ・４学年団を中心に

面接指導にあたり 

 １人あたりの練習

回数は昨年より多

い。挨拶は良いが 

 言葉遣いに関する

指導には課題が残

る。 



う。 

生徒指導 基本的生

活習慣の

確立 

自主・自立

に沿った活

動の有無 

・高校生として自

覚を促す。 

・自主的活動の推

進（生徒会活動

等） 

 

・定時制生徒とし

ての自覚を促し、

仕事と勉強を両

立する基本的な

生活習慣を身に

付けさせる。 

・生徒会を中心に

自治活動を行

い、生徒自身の

企画・運営によ

る学校行事を実

施する。 

 

 

 

 

Ｂ 

・ほとんどの生徒が仕

事と勉強を両立さ

せている。アルバイ

ト等をしていない

生徒には個別面談

を実施した。 

・様々な行事におい

て、生徒会が中心に

なって企画・運営を

行い、学校全体を活

性化させている。 

 

けじめのあ

る生活 

・定時制生徒とし

ての自覚を促し、

仕事と勉強を両

立する基本的な

生活習慣を身に

付けさせる。 

・生徒会を中心に

自治活動を行

い、生徒自身の

企画・運営によ

る学校行事を実

施する。 

・校則遵守の徹底

および社会で通

用するマナーや

エチケットを理

解させ、身に付け

させる。 

・挨拶の励行、正し

い言葉遣い、時間

厳守、端正な整容

等について、職員

が模範を示し、き

め細やかで、丁寧

な指導を繰り返

し行う。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・生徒の情報を職員間

で共有することに

より、適切な対応を

とることができて

いる。 

・課題として、授業の

遅刻や中抜け等が

時折あり、スマホを

授業が始まっても

使用する生徒が見

られた。集会時のマ

ナー指導も今後も

続けていきたい。 

 

環境教育

の推進 

環境保全意

識の向上 

・エコ活動の実施 

・安全・安心な学校

環境の整備 

 

・ゴミ分別の徹底

（可燃物・プラス

チック・ペットボ

トル・缶）、紙の

節約（再生紙や裏

紙の使用）、節電

（使用しない教

室の消灯）、節水

を実施する。 

・清掃ボランティ

ア活動の実施。

（年３回） 

・安全点検の実施 

（年３回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・ごみ分別を細分化し

環境美化への意識

を向上させ、紙の節

約、節電、節水等の

エコ活動ができて

いる。 

・生徒会を中心に、

清掃ボランティア

活動を年３回実施

した。更なる参加

生徒の拡充が課題

である。 

・「安全・衛生点検」

では故障箇所等の

連絡について、事務

担当者と連携して

取り組むことがで

きている。 

生徒会活

動の充実 

自発的な生

徒会執行部

の活動 

・学校行事に積極

的な参加を促す。 

 

 

・生徒会やクラス

企画を中心に湧

定祭やスポーツ

フェスティバル

を企画・実施す

る。 

・生徒会各種委員

会の講演会等を

含め運営に携わ

る場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・生徒会が湧定祭やス

ポーツフェスティ

バル等の企画運営

に自発的・積極的に

取り組んだ。 

・講演会等で生徒が講

師に対して謝辞を

述べる場面を設定

することができた。 

・定例会では、限られ



・定例会で議題を

出し合い、学校活

性化に向けて企

画、実施する。 

た時間の中で様々

な意見を積極的に

出し合い、行事に対

してベストを尽く

して取り組む姿勢

ができている。 

保健安全 保健・安

全教育の

充実 

保健指導 

健康指導 

・心身の健康の自

己管理 

 

・定期健康診断の

未検査者を減ら

すため、未検査に

対する健康診断

を学校医と日程

調整する。 

・定期健康診断の

結果、所見があっ

た生徒に対して

医療機関で詳し

い検査や治療を

勧める文書を発

行し、病気の早期

発見や早期治療

に努める。 

・健康教育（性教

育・薬物乱用防

止・ストレスマ

ネージメント教

育）及び安全教

育（救急蘇生法

講習会）を実施

し、生涯におい

て健康で安全な

生活を送るため

の予防教育に努

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・未検査者に対する

健康診断を別途実

施し未受検者の割

合を昨年度の１１

％から８％に減少

させることができ

た。 

・定期健康診断の結

果、所見があった

生徒に対して医療

機関で詳しい検査

や治療を勧める文

書を発行した。視

力5名、耳鼻科1

名、眼科2名、歯科

2名の報告があっ

た。未受診者に冬

休み前に再発行し

て受診率の向上に

努めたい。 

・全ての健康教育を

計画とおり実施で

きた。特にストレ

スマネージメント

教育は学年毎に保

健部職員が実施し

効果的であった。 

食育・給

食教育の

推進 

食育指導 

給食指導 

・毎日の給食を通

し、食育を推進す

るとともにマナ

ーの向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安全で快適な給

食環境づくり。 

・毎日の給食指導

の中での食の重

要性、安全性に関

する指導の充実

を図るとともに

食堂の食育に関

する掲示物を充

実させる。 

・食育への意識向

上を目的とした

「食育だより」の

発行及び食育講

話を行う。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・安全で快適な給食環

境づくりを行った。 

・毎日の給食指導の中

での食の重要性、安

全性に関する指導

の充実を図るとと

もに食堂の食育に

関する掲示物を充

実することができ

た。 

・食育への意識向上を

目的とした「食育だ

より」を毎月発行

し、７月には食育講

話を実施した。 



特別支援

教育 

インクル

ーシブ教

育に根ざ

した教育

活動の推

進 

支援体制の

充実 

・新入生の実態把

握のために学校

生活状況調査と

入学前面談を実

施する。 

・月１回程度の委

員会を開き情報

の共有と連携を

図る。 

・必要に応じて他

機関との連携

（SC、SSW、外部

支援機関等）を

図っていく。 

・職員研修を実施

する。(年１回） 

・支援の必要な生

徒の個別支援計

画の作成をする。 

・合格者説明会の

時に新入生の面

談について保健

部の先生方と協

力しながら入学

前面談を行い情

報共有する。（3月

下旬） 

・教頭先生をはじ

め主任、指導主事

の先生と月に１

回程度の委員会

を開き、情報の共

有を図っていく。 

・今年は、NPO法人

「トラスト」から

定時制・通信制と

の合同研修を開

く。 

Ｂ ・新入生に関しては保 

健部の先生方と時

間を区切りながら

速やかに面談を行

うことができた。今

回はその情報を職

員全体に報告する

時間を取った。 

・生徒の状況について 

情報の共有はでき

たが、更に新しい情

報も盛り込んでい

く。 

・今回は通信制と合同

で研修を行い、お互

いに大変有意義な

時間を作ることが

できた。 

人権教育

の推進 

人権教育

の推進 

職員及び生

徒の人権意

識の高揚 

・職員研修及び人

権学習の充実 

 

 

 

 

 

・年３回職員研修

を実施し、職員の

人権感覚を養う。 

・人権意識高揚の

ためのＬＨＲや

講演会などを実

施する。 

 

 

 

Ｂ 

・職員研修、及び人権

講演会、人権学習Ｌ

ＨＲを計画通り実

施することが出来

た。 

進路保障 ・差別をなくす社

会の形成者とし

ての生き方を確

立する取組の推

進 

 

 

 

・「言わない･書か

ない･提出しな

い」取組の確認と

して、採用選考直

前に卒業学年生

徒に対し、人権教

育主任等からの

講話を行う。 

 

 

 

 

Ｂ 

・ＬＨＲや面接練習を

行った。生徒の一人

は、実際に「お答え

できません」と答え

ることが出来た。２

件の違反事例につ

いて取り組んだ。 

命を大切

にする心

を育む指

導 

全ての教育

活動におい

て、生徒及

び教職員の

自尊感情を

高める取組

を行う。 

・人権教育を基盤

に据えた授業や

特別活動の実施 

・教職員の人権感

覚を養い実践力

を向上させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生活体験作文の

取組や人権教育

ＬＨＲ、授業など

において、生徒や

教職員が自らの

くらしを深く見

つめ、親の願いや

労働を知るとと

もに、思いを共有

し、仲間づくりを

促進する。 

・全職員に校外で

の研修への参加

を促し、年間最低

１回は参加する。 

 

 

 

 

Ｂ 

・生活体験作文の取り

組みは熱心に行う

ことが出来た。発表

会において、多くの

生徒が自分の思い

を発表し、自らを語

る実践となってい

った。 

・職員研修への参加に

ついては、概ね参加

できている。 

いじめの

防止等 

いじめ防

止の取組 

未然防止・

早期発見の

相談体制と

継続指導 

・「いじめ防止対

策推進法」に基

づく教職員の組

織（いじめ問題

対策委員会）を

中心に、いじめ

・いじめ問題対策

委員会が主導す

る職員会議、職員

研修を通して、共

有した情報のも

と生徒に寄り添

 

 

 

 

 

 

・いじめ問題対策委員

会を中心に、いじめ

についての事案、解

決方法、課題等を話

し合い、職員間で共

有できた。 



根絶に向けた取

組を推進する。 

う統一した指導

に努める。 

・個々の事案につい

て、正確で迅速な

情報収集と事実

把握と確認に努

める。（調査：年

３回）また、当該

生徒の更生と相

手生徒との関係

改善を図る。 

・人権教育の推進と

連携により、いじ

めを許さない態

度の育成と、いじ

めを根絶する雰

囲気づくりに努

める。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・年間３回実施する心

のアンケートを基に

生徒の状況を把握し

て、いじめ防止につ

なげることができて

いる。 

・日常的に「いじめは

許さない」指導を徹

底しており、目撃情

報提供やお互いの声

掛け等が生徒間でも

時折見受けられ、未

然防止に繋がってい

る。  

・連絡会や職員会議で

生徒情報を共有し、

情報交換と状況把握

に努めて「気づき」を

大切にしている。 

地域連携 

（ｺﾐｭﾆﾃｨ

・ｽｸ ｰ ﾙ

など） 

生徒、教

職員の防

災対応能

力の向上 

避難訓練の

実施 

防災マニュ

アルの見直

し 

地域との連

携 

・避難訓練の実施

と防災マニュア

ルの改訂 

・「ぼうさい通

信」の発行 

・校内巡回指導、

安全点検の実施 

・学校生活の特性

や地域の実情に

沿う避難訓練を

実施する。 

・「ぼうさい通

信」の活用によ

る防災意識向上

に努める。 

・防災対策の一環

とした日頃の校

内巡回指導と安

全点検における

施設内の確認を

図る。 

Ａ ・ゆうあい中と連携し

た形で訓練を実施す

ることができた。 

・全日・通信制の防災

主任と協力しながら

「ぼうさい通信」を

毎月発行し、生徒・

職員に配布した。 

・近隣学校の防災主任

と協議を行い、災害

発生時の生徒の引き

渡し方法や各学校の

防災に関する取組の

情報共有を行った。 

 

４ 学校関係者評価 

【いじめの防止等について】  

〈委員〉 いじめ問題に対する学校の現状と対応を教えてほしい。 

→（回答）学校  
 いじめ問題の把握のために「心のアンケート」を実施。生徒から訴えがあった事案については個別に確
認を行い、組織的に対応している。定時制では昨年度１件、本年度１件を対応している。傾向としては、
学校での事案というより、SNSを使った誹謗中傷の投稿などネット上（水面下）で起きている。学校ではS
NSの適切な利用の仕方、人を傷つけるような投稿や拡散をしないように指導をしている。 
 
【生徒指導について】 

〈委員〉クラブ活動に対する学校の現状と対応を教えてほしい。 
→（回答）学校 
 定時制では太鼓部が地域のイベント（お祭り）やテレビにも取り上げられるなど活躍している。また、
軟式野球部が県代表として全国定通体育大会にも出場するなど活動が活発である。また、バドミントン部
も人数が増え、活性化が進んでいる。 
 
【キャリア教育（進路指導）について】 

〈委員〉卒業後の進路の現状について教えてほしい。 
→（回答）学校 
 定時制では大まかに６割が進学、４割が就職という進路状況である。定時制の生徒は約６５％がアルバ
イト等をしている。生徒は自分でマネープランを考えるなど目的意識が高い。例えば将来の進学に係るお
金（入学金・授業料）を考えて、何十万も貯金している生徒もいる。 
先日、進学・就職内定した先輩生徒による合格体験発表会を行ったが、後輩生徒達も真剣に聞き入るな

ど進路に関する意識は高くなっている。 



 

５ 総合評価 
定時制では、学校評価表の項目（大項目）では「①学校経営」「②学力向上」「③キャリア教育（進

路指導）」「④生徒指導」「⑤保健安全」「⑥特別支援教育」「⑦人権教育の推進」「⑧いじめの防止
等」「⑨地域連携（コミュニティスクール）」の９項目を設定した。 

そのなかで、具体的目標・具体的方策を設定したのは２５項目である。 
【自己（校内）評価】 

自己（校内）評価の内訳としては、以下（枠囲み）のとおりである。 
【R7自己（校内）評価】 
Ａ：十分達成できている。＝  ９項目（約３６％） 
Ｂ：概ね達成できている。＝１６項目（約６４％） 

上記のとおり、自己（校内）評価については「概ね達成できている。」状況にある。  
職員一人一人が学校教育目標を踏まえた個人の目標設定ができるよう取り組みも進め、目標達成に向け

た具体的行動について意識の浸透も進んでいる。その結果、職員に自己評価アンケートを行い、教育目標
等の具現化の達成状況について総合評価した結果、約８０％（概ねできている）だった。  

 
【学校運営協議会委員評価】 

学校運営協議会委員評価としては、自己（校内）評価に対する異論はなく、同様に「概ね達成できて
いる。」状況にあるとの評価である。 
 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 次年度への課題・改善方法を考える上では、令和７年１２月５日（金）に生徒・保護者・職員に実施
した「学校評価アンケート」を根拠としたい。 
 

【学校評価アンケートの回答結果】 

（１）最終回答数（回答率） 

①生徒：６５人（５９．１％） ②保護者：４２人（３８．２％） ③職員：３２人（１００％） 

 

（２）回答結果 

 

  ①肯定的な回答（評価）が高かった項目 

  ア 生徒：９３．８％→「3.規範意識の育成」に関する項目 

3.学校（定時制）の先生は、あなたが社会に出ても困らないように、生活の規律(あいさつの大

切さ・時間を守ることの大切さ・ルールも守ることの大切さ)をきちんと教えてくれている。 

 

  イ 保護者：１００％→「2.進路指導」及び「4.学校行事の充実」に関する項目 

2.学校（定時制）の先生は、生徒が夢を実現（進学や就職）するために、とても役立つ話や大

切なことをきちんと教えてくれている。 

4.学校（定時制）の学校行事(スポーツフェスティバル・湧定祭・生活体験発表会・映画鑑賞な

ど)や部活動は、生徒にとって楽しいものであったり、生徒の成長につながるものになったり

している。 

 

  ウ 教職員：９６．９％→「2.進路指導」に関する項目 

2.学校（定時制）の進路指導は、生徒が夢を実現（進学や就職）するために、生徒への支援・

情報の提供等、適切なものとなっている。 

 

  【（成果）分析】 

保護者・教職員の評価が高いのは「進路指導に関する項目」である。進路指導については、生徒の

評価においても、肯定的な回答割合が「８７．７％」となっており、定時制の進路指導は全体的に高

評価を得ることができている。  

 

 



 

  ②肯定的な回答（評価）が低かった項目 

  ア 生徒：８６．２％→「5.学校の安心・安全」に関する項目 

5.学校（定時制）は、あなたにとって安心・安全であり、毎日が笑顔で過ごせるような居場所

となっている。 

 

  イ 保護者：９０．５％→「3.規範意識の育成」及び「6.保護者との連携」に関する項目 

3.学校（定時制）の先生は、生徒が社会に出ても困らないように、生活の規律(あいさつの大切

さ・時間を守ることの大切さ・ルールも守ることの大切さ)をきちんと教えてくれている。 

6.学校（定時制）の先生（担任等）は、保護者に対して生徒や学校のことを伝えるなど適切な

連携ができている。 

 

  ウ 教職員：６８．８％→「9.チーム湧心館」に関する項目 

9.学校（定時制）は、学校の教育目標達成に向けて「チーム湧心館」として取り組むことがで

きている。 

 

  【（課題）分析】 

   生徒の評価で比較的に低かった項目は「5.学校の安心・安全」に関する項目だった。もともと中学

校時に不登校経験者が多い定時制生徒の実態から、授業が分からなかったり行事等の集団活動に困難

を抱えていたりしている生徒が在籍していることから、学校生活に不安感を抱えている生徒が一定数

いることが要因として考えられる。今後は生徒の困難や不安感が少しでも解消できるように、生徒一

人一人に応じた対応が求められている。 

   保護者の評価で比較的に低かった項目は「3.規範意識の育成」及び「6.保護者との連携」に関する

項目に関する項目だった。これは家庭でも生徒が生活規律を守ることができていないため、規範意識

の育成を学校にも期待していることが考えられる。保護者との連携も今後、より充実させることで学

校・家庭で生徒の成長を図っていくことが求められている。 

   教職員の評価で比較的に低かった項目は「9.チーム湧心館」に関する項目だった。生徒や家庭の実

態が複雑になっているなかで、その課題に対して教職員が個人で対応をしていることや、困ったとき

に協力を得られにくい、助けを求めにくい雰囲気があるのかもしれないことが考えられる。他にも生

徒の「基本的生活習慣に対する徹底した指導」や「不登校の生徒や障がい等の困難を抱えた生徒一人

一人の教育的ニーズに応じた『最適な指導・支援や合理的配慮』」について評価が高くないことから、

教職員が困難（専門性の不足等）を抱えていることが推察できる。今後、そのような困難への対応や

働き方改革も求められる中、学校組織としてチームで協力していくことが求められている。 

 

 【改善方法】 

   学校が求める教師像のなかでも特に「生徒の指導・支援、保護者対応、その他業務の進め方などに

関する悩みや気になることを同僚、学年主任や管理職に相談することができている。（チーム湧心館

として取り組む教師像）」「自分の業務だけでなく、同僚が抱えている業務にも関心を持ち、積極的

にコミュニケーションを図りながら組織的に取り組むことができている。（組織の一員として自覚と

責任を持つことができる教師像）」「自分の強みを伸ばしたり、弱みを改善したりするなど、今後の

キャリアプランを意識して主体的に学ぶことができている。（生涯にわたって学び続ける教師像）」

を意識した取組を研修の実施や思いやりのある言語環境の充実に努めていきたい。 
 

 


